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京大東アジアセンターニュースレター   第 461号   





○ ミャンマー短信 ： ２０１３年 ３月上旬 
○ バングラデシュ短信 ： ２０１３年 ２月下旬   
○ 【中国経済最新統計】 
 去る 3月 15日付で『激動するアジアを往く～中国リスクの分散先を求めて～』を当京大東アジアセンター
協力会と共編で作成・市販に出した当協力会の法人会員である社団法人大阪能率協会アジア・中国事業支援
室より恒例の海外視察旅行のご案内が来ていますので掲載させていただきます。当協力会の大森經德副会長






























日程 2013年 6月 16日（日）～22日（土）（行程は下記を参照） 
費用 お一人様概算 会員 198千円、準会員 203千円、非会員 212千円（二人一部屋） 
   一人部屋追加料金 48,000円（但し、シンガポールを二人一室可の場合は 27,000円） 


































16:20 CX502 空路、帰国の途へ（3時間45分） 機　内
12:30 CX900 空路、香港へ（2時間20分） 　×
















































16:15 CX729 空路、クアラルンプールへ（3時間45分） 機　内







D a y s Date(Day) C i t y Local Time Transportaion R e m a r k s M e a l
日 時 月 日 都市名 現地時間 交通機関
M i  W ld T l I
M i  W ld T l I
M i  W ld T l Ii  ld T l I旅行行程表




         シンガポール  ：フラマリバーフロント 











































































































3月 11日に政府サイトの軍関係トップも加えて KIO と中国、シュエリで 14時間以上再開して会談を行われた。そ
の結果完全停戦まで両サイドで努力して行く事を同意した。今回の会談で５つの条件を相互同意した。次回の会議
は 4月 10日までに行う予定。 
 
６．マウビン土地問題、調査開始 
















































てから帰国する場合、ミャンマー人同様 Departure formが必要だった。４／０１からはこれが不要になる。 
 
１４．両替情報   
３／０４  １US＄＝８６３チャット  
                                                                 以上 
************************************************************************************************ 




                                                             小島正憲 
 
















































































































































































２／２８、世界的バイヤーである C & A とリ・アンド・ファングの２社とバングラデシュ衣料メーカー及び輸出協会
(BGMEA)が協力して、「タズリーン火災の際に両親を亡くした子供たちのために、教育を提供する基金を立ち上げる
ことになった」と BGMEA 会長のシャフィウール・イスラム・モヒウッディンが語った。BGMEA は、1 人の親を亡くした 73
人の不幸な子供たちのリストを作り、これらの子供たちの生き残った親か、または法的な保護者に、子供たちの教育と





































拡大した。輸出推進局(EPB) によると、現在の会計年度 7 月から 1 月の間に、織物製品は 61.1 億ドルを輸出した。
ニットウエア製品が会計年度 2008 年から輸出収入のトップに位置していた。しかし、製品の輸出成長は前年の会計
年度には 0.05％であった。会計年度 2010-11にはニットウエア製品の下請け部門は 94.8億ドル稼いだが、織物部門
では 84.3 億ドルであった。織物製品は昨年の会計年度には 69 億ドルを稼ぎ、ニットウエアは 94.8 ドルであった。世
























































もう１つのプロジェクトは、ガジプールのカリアコイールでのＩＴパーク開発である。これは 22 億 2 千万タカの費用を
必要とする。ＩＴパークは 2006 年から 2010 年の間に 232 エーカーの土地の上に設立されていたが、まだ機能してい
ないと計画省関係者は語った。「プロジェクトはパークのインフラを整えることを目的としている」と関係者は語った。こ







するために DCC(南)と DCC(北)は外国の会社に合計 43.4エーカーの土地を貸すことになる。両方(南北) とも、発電





で最高の 8億ドルの融資契約に署名した。融資総額のうち 1億 2632万ドルはダッカ・巨大高速交通開発（DMRTD）
プロジェクトに当てられる。同じ融資パッケージには JICAがナショナル･パワー・トランスミッション開発プロジェクトのた
めに 2億 800 万ドルを、またベラマラ融合サイクルパワープラン開発プロジェクトに 4 億 6050万ドルを、用意すること
になっている。これらの 3 つのプロジェクトのうちメトロレールプロジェクトは、市内の慢性的な交通渋滞を解決するの





























































































2005年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
12月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
2011年 9.2            
1月   19.9 4.9 23.7 65 37.7 51.4 16.6 11.4 17.3 16.9 
2月  14.9 11.6 4.9 － -73 2.3 19.7 -10.9 32.2 15.7 16.2 
3月 9.7 14.8 17.4 5.4 31.2 1 35.8 27.4 10.5 32.9 16.6 16.2 
4月  13.4 17.1 5.3 37.2 114 29.8 22.0 8.2 15.2 15.4 15.8 
5月  13.3 16.9 5.5 33.6 130 19.3 28.4 12.1 13.4 15.1 15.4 
6月 9.5 15.1 17.7 6.4 11.8 223 17.9 19.0 6.6 2.8 15.9 15.2 
7月  14.0 17.2 6.5 27.7 315 20.3 23.0 2.7 19.8 14.7 15.0 
8月  13.5 17.0 6.2 33.4 178 24.4 30.4 6.4 11.1 13.6 14.8 
9月 9.1 13.8 17.7 6.1 27.3 145 17.0 21.1 -3.5 7.9 13.1 14.3 
10月  13.2 17.2 5.5 34.1 170 15.8 29.1 -0.6 8.7 16.7 14.1 
11月  12.4 17.3 4.2 21.4 145 13.8 22.6 -12.9 -9.8 16.2 14.0 
12月 8.9 12.8 18.1 4.1 5.7 165 13.3 12.1 -15.4 -12.7 17.3 14.3 
2012年             
1月    4.5 25.3 273 -0.5 -15.0 4.6 10.8 16.6 14.8 
2月  21.3  3.2 － -315 18.3 40.3 38.7 -0.9 17.8 15.0 
3月 8.1 11.9 15.2 3.6 21.1 53 8.8 5.4 -6.5 -6.1 18.1 15.7 
4月  9.3 14.1 3.4 19.2 184 4.9 0.4 -26.1 -0.7 17,5 15.4 
5月  9.6 13.8 3.0 21.0 187 15.3 12.7 -6.1 0.0 17.9 15.7 
6月 7.6 9.5 13.7 2.2 21.8 317 11.3 6.3 -16.3 -6.9 18.5 16.0 
7月  9.2 13.1 1.8 20.6 251 1.0 5.7 -7.8 -8.6 18.9 16.0 
8月  8.9 13.2 2.0 19.4 267 2.7 -2.7 -12.7 -1.4 18.4 16.1 
9月 7.4 9.2 14.2 1.9 23.1 277 9.8 2.3 -6.4 -6.8 19.8 16.2 
10月  9.6 14.5 1.7 22.4 320 11.5 2.2 1.8 -0.2 14.6 15.9 
11月  10.1 14.9 2.0 20.0 196 2.8 -0.1 -8.7 -5.4 14.5 15.7 
12月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013年             
1月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 




されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
 
